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҆શなϑϥΠτͱշ適なۭのཱྀΛఏ͢ڙるͨΊʹͨ͠ۀىJAMCO͸ɺ

૝ͱٕज़ΛੵΈॏͶɺࢥքΛサϙーτ͢るͨΊのಠࣗのۀػۭߤ

ੈք֤ࠃの͓٬༷からઈେなධՁͱ৴པΛಘ͖ͯまͨ͠。

ʮٕज़ͱ඼࣭Λཌྷʹɺշ適Ͱ࣋ଓՄೳなະདྷ΁ʯ。

JAMCO͸ɺこΕから΋ਐԽΛଓ͚ま͢。
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A350 ギャレー

※ギャレー / 高級レストランの味を機内で乗客に提供するために、調理したての味を保ち、素早くサービスできるように作られています。

ͦのཱྀのշ適のͨΊʹ。
ͦの҆ら͗のͨΊʹ。

エアラインが独自に工夫する客室
サービスの特別な要望に対して、
イノベーティブなアイデアを提案
してまいります。

ΪϟϨー

航空機༻ΪϟϨーʢਥ๪ઃ備ʣには、機内のݶられたスϖース
でΩϟϏンɾΫルーが࠷もޮ཰Α͘࢖いこなͤるσザイン、機
ೳ、଱ੑٱが求められるのはもͪΖΜ、航空機෦品のઈର৚݅
であるʮܰྔʯʮ೉೩ʯというݫしいςーマが՝ͤられています。
JAMCOは50年以্にΘたΓ、こうしたݫしい৚݅が՝ͤら
れるΪϟϨーの製造をಘҙ෼໺としてきました。
௕年にΘたΓഓͬてきたʮܰྔ化技術ʯ、�࣍ݩCA%をはじめ
とするઃܭɾੜ産γスςϜ、పఈతにޮ཰化を௥求するੜ産ライ
ン、そしてカスタマーɾサポート。ࣗらഓͬた技術力、*5、ઌ進
ੑを࣌୅、࣌୅で༥߹し、ৗにސ客ຬ଍、高品質、୹納期、௿ί
ストを௥求し、進าし続けています。
世界でੜ産͞れるΪϟϨーのおΑそ�0�はJAMCO製ʢ中େ
֤、Γތ機ɿ౰社ௐ΂ʣ。国内外100社༨Γへの納ೖ࣮੷をܕ
エアラインからઈେなධՁをडけています。また、࠷৽技術が
れるΪϟϨーはશて͞ࡌ機に౥ܕ���れたボーイング͞࢖ۦ
JAMCO製です。

G a l l e y
ΪϟϨー

787 ギャレー※ 777 ギャレー

写真提供：エアバス

787 バーカウンター777 バーカウンター A380 バーカウンター

軽量化技術でお客様の希望を叶えます。
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お客様にとͬて機内で།ҰのϓライϕートルーϜともݴえるラό
トϦーʢ化হࣨʣ。10਺࣌ؒにもٴͿフライトでは、化হࣨでա
͝す࣌ؒもେ੾なཱྀのアΫηント。ݶられた空ؒのなかでいかに
շదで、ͭ͘Ζげる空ؒをԋग़するか、質ײ、機ೳにపఈతにこ
ͩΘるҰํで、ʮܰྔʯというઈର৚݅にରしてはίアɾίンϐ
タンスであるʮܰྔ化技術ʯを࢖ۦし、これを۩ݱ化してきまし
た。また、航空機に࠷もॏཁである҆શへの഑ྀはݴうまでもあ
ΓまͤΜ。
JAMCOのラόトϦーの世界γΣアーはおΑそ50�ʢ中େܕ機ɿ
౰社ௐ΂ʣ。ܕ���機をはじめ、ボーイング社のϫイυボσΟ機
に౥͞ࡌれるラόトϦーはશてJAMCO製です。また、���、�
ݱを࣮ࡌ機には航空機ではॳとなるϏσɾγスςϜの౥ܕ���
し、ಠ઎څڙしておΓます。これは品質、納期、ίストへのニー
ズにత֬に応えるͩけではな͘、ʮ҆શでշదʯをJAMCOが
ఏҊし続けるからなのです。

機内という限られた空間の中で、
あくまでも快適で機能的に満足
のいく信頼のおける製品を。そ
れが化粧室のデザインを決定し
ます。

ϥότϦー

美しく快適なプライベート空間を追求しています。
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΄ͬͱɺ͘ ͭΖ͛るۭؒΛ
ఏ͠ڙま͢。

L a v a t o r y
ϥότϦー

ファーストクラス、787 などに搭載されたラバトリー
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ۭの্の্ۃなۭؒͰ
ָ͍͠ເの࣌ؒΛຬ٤͍͖͍ͯͨͩͨ͠。

ಠࣗの഑ஔにΑΓお客様のスϖースをे෼に֬อし、շదੑと機
ೳੑに༏れたը期తなσザインを௥求したϓϨϛアϜɾΫラスɾ
γート。
γートにཁ求͞れる動ՙॏݧࢼなどݫしいධՁݧࢼでج४をຬた
し҆શੑを֬อし、また、エアラインにおけるメンςφンスੑも
ॏཁなΩーϫーυとଊえ、そのニーズに応えてまいΓます。
お客様が機内でա͝す࣌ؒがҰ൪ଟいこの空ؒを、JAMCOが
これまでΪϟϨー΍ラόトϦーでഓͬたݧܦ΍ϊ΢ϋ΢を活かし
創造してまいΓます。

S e a t
γーτ

通路への直接アクセス、快適なフルフラット
ベッド、十分な収納スペース、最新のアメニ
ティとエンターテインメント機能を提供します。

・機能的で洗練されたデザイン

・全席通路から直接出入りできる快適性

・衝撃を吸収するバックシェル
（特許取得済み）

・部品点数の大幅な削減による
整備性の向上

・軽量化と部品削減による
サステナビリティの実現

傾斜を調整できるチルトモニターを採用し、
乗客の膝まわりにゆとりある空間を作り出しま
した。操作しやすい仕切りも配置、ワンクラ
ス上の上質なフライト体験をお約束します。

・どのような姿勢でも見やすい
チルトモニターを採用

・乗客の膝まわりに広い空間を実現

・ワンクラス上の快適性

・オペレーターのニーズに合わせて
シート配列を変更可能
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世界の航空機धཁはこれからも࣮֬に৳ͼてい͘ことが༧૝͞れ
ています。そのҰํで、世界のエアラインのڝ૪はӹʑܹ化し、
あらΏるίストのݮ࡟とଞ社とのサーϏスのࠩผ化をਪし進めて
います。航空機の客ࣨのσザイン΍アϨンδは、エアライン֤社
のサーϏスの内༰にΑͬてେき͘ҟなͬてきますが、JAMCO
は世界中のエアラインのこうしたニーズをత֬にଊえ、航空機の
客ࣨのվ造෼໺にも力を஫いできました。
ΪϟϨー、ラόトϦーなどの௕年にΘたるものͮ͘Γでഓͬた技
術力にՃえ、σザインのఏҊから認ূऔಘまで、શてをఏڙで
きる体制をތるJAMCOͩからこそトータルに航空機の内装品
をϓϩσϡースすることがՄೳになΓます。また、グϩーόル
に展։するグルーϓωοトϫーΫにおいて、ถ国γアトルにある
JAMCO�AM&3*CAは、世界でॳめて航空機内装品の෼໺で
'AAʢถ国࿈๜航空ہʣΑΓ認ূを୅ߦするݶݖをҕৡ͞れま
した。これにΑΓվ造にඞཁな޻期を୹ॖすることがՄೳとなΓ、
エアラインからは高͘ධՁ͞れています。
JAMCOはこれからも、グルーϓのωοトϫーΫを࠷େݶに活
༻し、トータルɾインςϦアɾインςグϨーγϣンの෼໺におい
ても、エアラインのニーズに応えてまいΓます。

航空機内装品の全てを供給できる
能力、及びプログラムマネジメン
ト能力を世界各地の拠点のネット
ワークを通して提供する体制を整
えており、エアライン各社のニー
ズに柔軟に対応してまいります。

トータルに客室内をプロデュースします。

ຬ଍͍͚ͯͨͩ͠るշ適ۭؒͮ͘Γ。
ͦのσβΠϯから۩ݱԽまͰʜ。

To t a l  I n t e r i o r  I n t e g r a t i o n
τーλルɾΠϯςϦΞɾΠϯςグϨーγϣϯ

  JAMCO
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お客様への提案、そして機体の改造から認証の取得まで、すべてを提供しています。

写真提供：シンガポール航空
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航空機には様ʑなۚଐ΍ෳ߹ࡐが࢖༻͞れています。
航空、Ӊ஦։発の෼໺に求められるݫしいج४をຬたすՃ޻技術、
҆ఆڅڙのためのੜ産ઃ備、そして଱空ੑをอূする品質؅ཧ
体制などがଗͬてはじめて、航空ɾӉ஦機ثメーカーとしての৴
པをಘることがग़来ます。
JAMCOでは、ʮ品質の࡞ΓࠐΈʯをϞοトーに、�00� 年
には航空Ӊ஦෼໺でཁ求͞れる品質マωδメントγスςϜ
J*429100の認ূをऔಘしました。また、JAMCOグルーϓ
では、アルϛニ΢Ϝ、スςンϨス、νタニ΢Ϝをはじめとし、航
空機に༻いられるಛघۚଐの༹઀、೤ॲཧ、Ζう෇け、ඇഁյ
�ఔ技術をண࣮にੵΈ্げています。δϟϜί޻などのಛघࠪݕ
エアϩマニϡフΝΫνϟϦングは、航空Ӊ஦෼໺におけるಛघ޻
ఔの世界త認ূ制౓/BEDBQにΑる認ূを、CPNQPTJUFTʢෳ
ఔにお޻ʣのࠪݕʣ、/%5ʢ超Ի೾޻ʣ、/MʢϨーザーՃࡐ߹
いてऔಘしています。
పఈした品質へのこͩΘΓ、ίアɾίンϐタンスであるಛघ޻
ఔ技術、そしてϞϊͮ͘Γにおけるಠࣗのઃࢥܭ૝、これらを
༥߹することで、೤ަث׵、ຽؒ航空機༻エンδン෦品、Ӊ஦
։発機ث෦品、ిࢠ機ث౥ࡌ༻γϟーγ、高ڧ౓かͭܰྔなෳ
し、お客様のニーڅڙ製品をث製品など、様ʑな航空ɾӉ஦機ࡐ߹
ズにお応えしておΓます。

極めて複雑な構造が要求される熱
交換器と高温高圧にさらされるエ
ンジン部品の製造は、高度な特殊
工程技術が必要とされており、特
殊工程技術レベルの高い人材を揃
えております。

特殊金属加工に熟練の技術が注がれています。
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ߤ ɾۭӉ஦։ൃ෼໺Ͱの͗ݚ੅ま͞Εͨ
ٕज़の݁থがߴɺ ੑೳΛੜΉ。

ヒートエクスチェンジャー（チューブタイプ）

ώートエΫスνΣンδϟーの༹઀
金属の種類や溶接内容により、スポッ
ト溶接、シーム溶接、溶融溶接など、
最適な溶接方法を選択します。

ຽؒ航空機༻エンδン෦品޻৔

ヒートエクスチェンジャー（フィンタイプ） クーリングシャーシ

ヒートエクスチェンジャー（フィンタイプ） 航空・宇宙用　各種システム配管

ಛघ޻ఔٕज़ؔ࿈੡඼

ヒートエクスチェンジャー（フィンタイプ） クーリングシャーシ

A i r c r a f t E q u i p m e n t12 13



A%1ʢA%WBODFE�1VMUSVTJPOʣとは౰社がಠࣗに։発した
୸ૉણҡෳ߹ࡐの製๏です。
୸ૉણҡෳ߹ࡐの成ܕは、手࡞業にΑͬてϓϦϓϨグʢ୸ૉણҡ
にະߗ化のथࢷをؚਁͤ͞たࡐྉʣをԿ૚にもॏͶ߹Θͤ、Φー
トΫϨーϒとݺばれるѹ力זで、೤とѹ力をՃえてߗ化ͤ͞るํ
๏がҰൠతです。
A%1製๏は、このҰ࿈の޻ఔをࣗ動తに、しかも࿈続してߦう
もので、Ұఆのஅ໘ܗঢ়を࣋ͭ୸ૉણҡෳ߹ࡐの製造にదして
います。高いਅ௚ੑを有する、ཧ࿦্௕͞の制ݶのない෦ࡐを製
造できることがେきなಛ௕です。
また、ࣗ動化を進めたことにΑΓ、ۃめて҆ఆした内෦品質の୸
ૉણҡෳ߹ࡐを௿ίストで製造することがՄೳになΓました。
このA%1にΑる୸ૉણҡෳ߹ࡐを࢖༻した෦ࡐは、エアόス
A�50をআ͘エアόス機のਨ௚ඌ翼΍世界ॳの૯ೋ֊ݐて超େ
。れています͞༺࠾としてࡐ造෦ߏ機A��0のೋ֊চܕ
౰社はこれからも、航空機に求められるʮܰ͞ʯとʮڧ౓ʯをຬ
଍する高品質の୸ૉણҡෳ߹ࡐを௿ίストで製造する技術を௥
求していきます。

炭素繊維構造部材は今後ますます航空機に使用される
見込みであり、増産体制を整え、更なる ADP の研究開
発に取組んでおります。

高品質、高強度、自動化技術で高い評価を受けています。
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ੈքΛϦーυ͢る
ෳ߹ࡐ੒ٕܗज़。

各種型材

大型オートクレーブ ADP 生産ライン フロアクロスビームおよびストリンガー

A D P ( A Dv a n c e d  P u l t r u s i o n )
A%1

ADP だけではなく、ハンドレイアップ製法を用いて A350
型機向け貨物室床下構造材及び後部圧力隔壁取付け用一次構
造部材を製造しています。

（写真提供 : プレミアムエアロテック社）

貨物室床下構造材

エアバス A350 を除くエアバス
機の垂直尾翼一次構造部材であ
るストリンガー、スティフナー
として使用されています。

エアバス機垂直尾翼一次構造部材

後部圧力隔壁取付け用
一次構造部材
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JAMCOは1955年、伊藤忠航空整備株式会社として創業して
以来ࠓ೔まで、航空機の整備ɾվ造事業を຺ʑと手がけてきました。
機体整備޻৔は、そのྺ࢙をࠓにҾき޻͙ܧ৔です。仙台を拠点
に、ࢧॴを伊୮にஔき、お客様の͝ཁ๬にお応えす΂͘体制を整
えています。
औΓѻい機छは෯広͘、ボンόルσΟア社に୅ද͞れるϦーδϣ
φル機΍ϏδωスɾδΣοト機、ςΩストϩンɾアϏエーγϣン社
に୅ද͞れるターボɾϓϩοϓ機、γίルスΩー社に୅ද͞れる
֤छϔϦίϓターなど、ݻఆ翼機、ճస翼機を໰Θͣ航空機の整備ɾ
վ造ઐ໳会社として、国内の中ɾখܕ航空機のඈ҆ߦશ、ఆ࣌ӡ
航にେき͘ݙߩしています。
国内のエアラインにおいては、஍ํ空ߓの整備に൐う࿏ઢの૿Ճ
等にΑΓ、೩ྉޮ཰のྑいϦーδϣφル機Ϋラスのখཱྀܕ客機の
धཁがۙ年૿えています。ࠓまでに஝ੵ͞れた航空機の整備ɾվ
造の技術を活かし、Ϧーδϣφル機Ϋラスのখཱྀܕ客機の෼໺で
も、ఆ期整備΍վ造などのधཁに応えられる体制を整えています。
また、๷Ӵলをはじめ、海্อ҆ி、航空େֶ࡯ܯ、ߍなど、׭
ެிのಛघな༻్の航空機は、その೚຿をՌたすために様ʑな装
備を౥ࡌするඞཁがあΓ、機体メーカーとの技術ఏܞ΍ಠࣗの技
術力を࢖ۦして、ॏ整備はもͪΖΜのこと機体のվ造ɾվमなど
を਺ଟ͘手がけた࣮੷があΓます。JAMCOは航空機整備の෼໺
においても航空の発展にݙߩし続けます。

オーダーメイド方式の機体改造を
始めとするソリューション事業で
は、創業以来の技術力を基にお客
様のニーズに対して様々なサービ
スを提供しております。

中・小型航空機のメンテナンスセンターとして、
幅広い航空機に対応した整備・改造を手掛けています。
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。੔උのΤΩスύーτͱͯ͠ઈେな৴པػۭߤ
JAMCOωοτϫーΫͩから࣮͠ݱまͨ͠。

A i r c r a f t  M a i n t e n a n c e
ମ੔උػ

中型・小型航空機の運航整備
リージョナル機のトータル・ロジスティック・サポートを目指します。ボンバルディア社の CRJ 機の C 整備等豊富な実績があります。

中型・小型航空機の重整備及び改造
中型・小型航空機及びヘリコプターの重整備・改造が得意分野です。技術的付加価値の高い改造を行います。
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航空機内装品等をͻとͭの翼とすれば、େܕ航空機の整備はもう
Ұํの翼として҆શでշదな空のཱྀをࢧえています。
෦品整備޻৔は、国内有਺のM3Oとしてओに;たͭの拠点ʢ成
田、東দࢁʣを有しています。
෦品整備޻৔ʢ成田ʣは、航空機の҆શӡ航を଍ݩからࢧえるϗイー
ルのमཧ、Φーόーϗールを展։し、年ؒ1�,000ຊを超えるϗ
イールを整備することがՄೳな、国内࠷େڃのن໛をތΓます。ま
た、JAMCOが製造したΪϟϨーインサートなどのアフターサーϏ
スを࣮ࢪするとともに、JAMCO製品のΈならͣ、エόΩϡエーγϣ
ンスライυ等のେܕ機の装備品と、ճస翼機に౥͞ࡌれるٹ೉༻Ϩ
スΩϡーϗイスト΍サーボɾγϦンμおΑͼ中খܕ機の装備品を整
備しておΓます。 ら͞に、௕年ഓͬた技術とݧܦを活かし、ຽؒ航
空機を࢖༻したେ؍ؾଌ装ஔのڀݚ։発ɾվम等もߦ てͬいます。
෦品整備޻৔ʢ東দࢁʣは、৐һ、৐客が࢖༻するࢎૉボトル΍、
エόΩϡエーγϣンスライυをॠ࣌に๲らますためのࠞ߹Ψスボ
トルを中৺に航空機౥ࡌ༻高ѹΨス事業を手掛けています。
高ѹΨスボトルはඇৗ༻装備品であるため、高౓な技術がཁ求͞
れますが、๏ྩ等がఆめるݫしいج४΍ถ国ӡ༌লなどのݫしい
৹ࠪもΫϦアしておΓ、高品質な製品をお客様へఏڙしています。
お客様のニーズに応える΂͘、装備品製造会社、航空機製造会
社等と認ఆमཧ޻৔ܖ໿をక݁して高品質なサーϏスをఏڙし続
けておΓます。

໌೔の҆શなϑϥΠτのͨΊʹ。
ੈքʹ͸͹ͨ͘ཌྷΛ͑ࢧるJAMCOのςΫϊϩδー。

A
ccesso

ries M
ain

ten
an

ce

Accessories Maintenance
෦඼੔උ

෦品整備޻৔ʢ成田ʣ

෦品整備޻৔ʢ東দࢁʣ

部品整備工場（東松山） 高圧ボトルの整備

ホイールの整備

ホイール　ファイナル工程

部品整備工場（成田） ホイール自動洗浄機

大気観測装置当社製品のアフターサービス
マイクロウェーブオーブン

エバキュエーション・スライドの整備 サーボ・シリンダー＆アクチュエーター
油圧による回転翼機ブレードの制御

レスキュー・ホイスト
救難作業に大活躍

高圧ボトル レギュレーター試験
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徳島ジャムコ
ジャムコエアクラフトインテリアズ　宮崎工場

MRO Japan

JAMCO's Network
JAMCOのཌྷΛ͞らʹ͛޿るࠃ಺ɾւ֎のڌ఺

JAMCOのࢠ会社ɾؔ ࿈会社は、東京をはじめ、৽ׁ、宮৓、ઍ༿、ಙౡ、宮崎、ԭೄと国内�Օॴ。ΪϟϨー、ラόトϦー
など航空機の内装品製造΍整備などの࠷લઢとしてフルՔಇしています。また、೔ʑࠁʑとมΘる世界の航空機産業の
धཁにϦアルタイϜでର応できる海外拠点をアメϦカ、フΟϦϐン、γンΨポール、フランスにઃஔして世界を໢ཏ。それͧれ
のωοトϫーΫを࢖ۦし、࠷৽৘ใ΍ސ客ニーズをऩूすることで、ৗに業界のϦーσΟングカンパニーとしてᬏ進しています。

JAMCOのཌྷΛ͞らʹ͛޿るࠃ಺ɾւ֎のڌ఺

JAMCOのࢠ会社ɾؔ ࿈会社は、東京をはじめ、৽ׁ、宮৓、ઍ༿、ಙౡ、宮崎、ԭೄと国内�Օॴ。ΪϟϨー、ラόトϦー
など航空機の内装品製造΍整備などの࠷લઢとしてフルՔಇしています。また、೔ʑࠁʑとมΘる世界の航空機産業の
धཁにϦアルタイϜでର応できる海外拠点をアメϦカ、フΟϦϐン、γンΨポール、フランスにઃஔして世界を໢ཏ。それͧれ
ωοトϫーΫを࢖ۦし、࠷৽৘ใ΍ސ客ニーズをऩूすることで、ৗに業界のϦーσΟングカンパニーとしてᬏ進しています。

航空機整備・製造事業部
機体整備工場
ジャムコエアロ
マニュファクチャリング

立川内装品キャンパス
資材物流施設
新潟支所
ジャムコエアクラフトインテリアズ　新潟工場
ジャムコエアクラフトインテリアズ　中条工場
ジャムコエアクラフトインテリアズ　荒川工場

JAMCO 事業所・工場
JAMCO 子会社・関連会社

航空機整備・製造事業部
機器製造工場

航空機整備・製造事業部
部品整備工場（東松山）

航空機整備・製造事業部
部品整備工場（成田）
ジャムコ エアロテック

航空機整備・製造事業部
営業部

代表
立川内装品キャンパス
オレンジ ジャムコ

伊丹支所

株式会社ジャムコエアロマニュファクチャリング株式会社ジャムコエアクラフトインテリアズ
新潟工場

株式会社ジャムコエアクラフトインテリアズ
中条工場

株式会社ジャムコエアクラフトインテリアズ
宮崎工場

株式会社ジャムコ 資材物流施設（新潟県胎内市）

MRO Japan 株式会社

France

JAMCO Corporation
TOULOUSE BRANCH

Japan

JAMCO Corporation

Philippines

JAMCO PHILIPPINES, INC.
Singapore

JADE ENGINEERING PTE LTD.

United States

JAMCO AMERICA, INC.

JAMCO AMERICA, INC. （アメリカ ワシントン州） JAMCO PHILIPPINES, INC. （フィリピン）JADE ENGINEERING PTE LTD.（シンガポール）
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JAMCO's Pro�le
બ͹ΕるۀاΛΊͯ͟͠

ত࿨�0೥ʹӡ༌ল、ত࿨��೥ʹถࠃ࿈๜ہۭߤͰ໌ূࣜܕ
औಘ͠ ͨҏ౻஧ࣜ飛行ػ/ʵ�2 &BHMFU

JAMCOは1955年、伊藤忠航空整備株式会社として東京
三鷹に創立以来、航空機整備を事業の柱に、宮崎、羽田、成田、
仙台、帯広と、国内の航空機産業の発展に並走してその活動
の拠点を広げてきました。その後、航空機内装品等の製造事
業を手掛け、ボーイング社をはじめとする機体メーカー、そし
てユーザーである世界中のエアラインにと、ここでも
JAMCO の技術力、品質、納期、カスタマーサポートなど、
トータルなパフォーマンスが認められ、海外へもその翼を広げ
てきました。航空機という高い技術が求められる舞台で活躍
する技術者、有資格者は1,000名を超え、世界中のお客様か
らのニーズにお応えできる体制を整えています。選ばれる企
業へ。JAMCOはこれからも進化を続けます。

˙ձࣾ֓ཁ
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୅ද
ཱ઒಺૷඼Ωϟϯύス
˟190-0011東京౎立઒ࢢ高দொ1ஸ໨100൪஍

Ӧ業෦
TEL. 042-528-6111
FAX. 042-528-6186

立઒内装品Ωϟンパス
TEL. 042-528-6166
FAX. 042-528-6161

૯຿๏຿෦
TEL. 042-503-9900ʢ୅දʣ
TEL. 080-4389-2710ʢ広ใʣ
FAX. 042-503-9151

ここから最適なサービスが始まる。JAMCOグループの所在地一覧

　　　　ツールーズ支所 41 BIS Avenue Jean Monnet, 31770 Colomiers, France

立川内装品キャンパス

　　　　営業部 
Tel.042-528-6166 　　　Fax.042-528-6161

Tel.042-528-6111 　　　Fax.042-528-6186

190-0011　東京都立川市高松町1丁目100番地 

190-0011　東京都立川市高松町1丁目100番地 

〒

〒

代表 〒190-0011　東京都立川市高松町1丁目100番地
Tel.042-503-9900 　　　Fax.042-503-9151

　　　　機体整備工場

　　　　機器製造工場

〒989-2421　宮城県岩沼市下野郷字新拓70（仙台空港内）
Tel.0223-22-2126～7 　  Fax.0223-22-6009 

航空機整備・製造備事業部
　　　　営業部 〒160-0004　東京都新宿区四谷4丁目1番地　細井ビル4階

Tel.03-5369-6620 　　　Fax.03-5369-6616

　　　　部品整備工場（成田） 〒286-0825　千葉県成田市新泉26（野毛平工業団地内）
Tel.0476-36-1617 　　　Fax.0476-36-1629 

　　　　部品整備工場（東松山）〒355-0071　埼玉県東松山市新郷75-1
Tel.0493-23-5862　       Fax.0493-23-5863

子会社・関連会社

1018  80th Street SW. Everett, WA 98203, U.S.A. 
Tel.1-425-347-4735 　　Fax.1-425-355-0237 

JAMCO AMERICA, INC. 

Building 01-A, Berthaphil V Industrial Park, Gil Puyat Avenue, Clark Freeport Zone,2023 Pampanga
Tel.63-45-499-1515       Fax.63-45-499-1666

JAMCO PHILIPPINES, INC.

Viva Business Park Block 750, #04-05, Chai Chee Road, Singapore 469000
Tel.65-6542-5212 　　    Fax.65-6542-5213

JADE ENGINEERING PTE LTD.

JAMCO Group

〒958-0822　新潟県村上市坪根字上坪根341番地1（新潟工場）

〒959-2600　新潟県胎内市清水9番地113（中条工場） 
〒889-1701　宮崎県宮崎市田野町甲8136番地7（宮崎工場）

Tel.0254-52-1188 　　　Fax.0254-50-1000 
株式会社ジャムコエアクラフトインテリアズ 
　設立：1989年４月

　設立：2013年1月

　設立：1992年1月

　設立：1997年4月

　設立：1999年9月

　設立：1982年2月

　設立：2004年7月

　設立：2011年6月

〒156-0043　東京都世田谷区松原3丁目40番7号 パインフィールドビル5階（本社）
Tel.03-3325-4411 　　　Fax.03-5376-1020 
〒771-0219　徳島県板野郡松茂町笹木野字山東5番地2（徳島事業所）
Tel.088-699-7501 　　　Fax.088-699-8484 

株式会社徳島ジャムコ

〒286-0825　千葉県成田市新泉26（野毛平工業団地内）
Tel.0476-40-9540 　　　Fax.0476-36-5152

株式会社ジャムコ エアロテック

　設立：2015年6月
〒901-0196　沖縄県那覇市字大嶺260番地
Tel.098-851-7660

MRO Japan株式会社

〒190-0011　東京都立川市高松町1丁目100番地 
Tel.042-528-1901 　　　Fax.042-528-1990 

株式会社オレンジジャムコ

〒981-1251　宮城県名取市愛島台７丁目101番36（愛島西部工業団地内）
Tel.022-784-1570 　　　Fax.022-784-1575

株式会社ジャムコエアロマニュファクチャリング 

〒181-8571　東京都三鷹市大沢6丁目11番25号 
Tel.0422-32-1192 　　　Fax.0422-33-5429 
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ཌྷのྺ࢙͸JAMCOのྺ࢙。ڞʹาΜͰ͖ͨνϟϨϯδのྺ࢙。

JAMCO's History
1955（昭和30）年 9月 伊藤忠航空整備株式会社設立。
1963（昭和38）年 11月 運輸省航空局認定による装備品の修理改造認定工場取得。
1965（昭和40）年 9月 伊藤忠式N-62型飛行機、運輸省の型式証明取得。（翌年9月、米国連邦航空局の型式証明取得）
1969（昭和44）年 10月 運輸省航空局認定による航空機の修理改造認定工場取得。
1970（昭和45）年 3月 伊藤忠商事株式会社が、保有株式を日本航空株式会社、全日本空輸株式会社に譲渡し、3社の資本参加となる。
1970（昭和45）年 6月 新日本航空整備株式会社に商号変更。
1970（昭和45）年 8月 全日本空輸株式会社からボーイング727-200用8機分、737用3機分のギャレーおよびインサートを受注。
  これより大型機用各種内装品の開発・製造がはじまる。
1971（昭和46）年 1月 防衛庁海上自衛隊ビーチクラフト式B-65型機の修理指定工場となる。
1979（昭和54）年 11月 ボーイング社から767用ラバトリーモジュールを受注。
1982（昭和57）年 2月 米国ワシントン州に米国法人ジャムコ アメリカを設立。
1986（昭和61）年 6月 F-15J用熱交換器用のコアを生産し島津製作所へ納入開始。
1986（昭和61）年 10月 ボーイング社から747-400用ラバトリーモジュールを受注。
1986（昭和61）年 12月 防衛庁陸上自衛隊アエロスパシアル式ヘリコプター AS-332L型機の修理認定工場となる。
1988（昭和63）年 6月 株式会社ジャムコに商号変更。
1988（昭和63）年 8月 ギャレー、ギャレーインサートの英国航空局製造認定工場となる。
1988（昭和63）年 11月 株式を東京地区店頭市場へ公開。
1989（平成 元）年 3月 ギャレーインサートの米国連邦航空局修理認定工場となる。
1989（平成 元）年 4月 株式会社新潟ジャムコを設立。
1990（平成  2）年 3月 株式会社宮崎ジャムコを設立。
1992（平成  4）年 1月 株式会社徳島ジャムコを設立。
1996（平成  8）年 7月 エアバス社からCFRP製の垂直尾翼用一次構造部材を受注。
1997（平成  9）年 4月 株式会社ジェイテックを設立。（現、株式会社ジャムコ エアロテック）
1998（平成10）年 7月 航空局認定事業場として認定される。（第004号　航空機整備検査）
1998（平成10）年 11月 ボーイング社から3回目のボーイング社長賞を受賞。
1998（平成10）年 12月 東証第二部に上場、併せて公募増資により資本金53億6000万円となる。
1999（平成11）年 9月 内装品工場が航空局による認定事業場を取得。（装備品製造検査認定）
1999（平成11）年 9月 株式会社オレンジ ジャムコを設立。
2002（平成14）年 1月 ジャムコ アメリカがFAA（米国連邦航空局）よりODAR（Organizational Designated 
  Airworthiness Representative）認定を取得。
2002（平成14）年 4月 エアバス社からA380用CFRP製アッパーデッキフロアビームを受注。
2002（平成14）年 7月 航空機器製造カンパニーのADP技術が国内で初めてSAMPE（先端材料技術協会）の表彰を受ける。
2003（平成15）年 3月 ボーイング・サプライヤー・オブ・ザ・イヤー 2002 を受賞。
2004（平成16）年 7月 シンガポールに、JAMCO Aero Design & Engineering Private Limitedを設立。
2005（平成17）年 3月 ボーイング社から787用ラバトリーモジュールを受注。
2005（平成17）年 3月 国立環境研究所向けに航空機搭載用大気観測装置を納入。
2005（平成17）年 5月 ボーイング社から787用コックピット内隔壁・内装品・ドアを受注。
2005（平成17）年 11月 ボーイング社から787用ギャレーを一括供給契約で受注。
2008（平成20）年 6月 新潟に新ハニカムコア工場完成。
2008（平成20）年 7月 ジャムコ アメリカがFAA（米国連邦航空局）よりODA（Organization Designation Authorization）認定を取得。
2011（平成23）年 5月 ジャムコ アメリカがボーイング・パフォーマンス・エクセレンス・アワード銀賞を受賞。
2011（平成23）年 6月 ジャムコ フィリピンを設立。
2013（平成25）年 1月 株式会社ジャムコエアロマニュファクチャリングを設立。
2014（平成26）年 3月 ボーイング社から777用フロアーパネルを受注。
2014（平成26）年 4月 航空機用シート事業への本格参入。
2014（平成26）年 9月 ボーイング社から777X向けラバトリー新規受注及び777、787他向け内装品の契約更新に合意。
2015（平成27）年 3月 東証第一部に上場。
2015（平成27）年 6月 株式会社中条ジャムコを設立。
2016（平成28）年 4月 エアバス・サプライヤー・サポート・レイティング 2015 アワードを受賞。
2016（平成28）年 4月 ボーイング・サプライヤー・オブ・ザ・イヤー 2015を受賞。
2017（平成29）年 4月 部品整備工場（東松山）を開設、ボトル整備事業立ち上げ。
2017（平成29）年 4月 エアバス・サプライヤー・サポート・レイティング 2016 アワードを受賞。
2018（平成30）年 9月 MRO Japan株式会社への第三者割当増資引き受け。
2019（令和 元）年 4月 ボーイング777X 型機向けギャレー初出荷。
2019（令和 元）年 4月 伊丹支所開所、夜間定例整備業務を開始。
2020（令和  2）年 6月 グローバルニッチトップ企業100選に選定。
2022（令和  4）年 4月 東証プライム市場へ移行。
2022（令和  4）年 4月 プレミアムクラスシート「Quest」 がiF DESIGN AWARD 2022 を受賞。
2024（令和  6）年 4月 株式会社新潟ジャムコ、宮崎ジャムコ、中条ジャムコを合併し、株式会社ジャムコエアクラフトインテリアズを設立。
2025（令和  7）年 7月 ベインキャピタル出資等に伴い上場廃止。
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